
東青山小学校区コミ協だより
‐
第2暑 |
(平成19年10月)

(東喬山小学校区コミュニテイ協議会)

!「点奮出品ねおta懇り』盛温・成功姦に終わる こ

「無
者
あ
と
れ
う

い
祭
り
」

げ
去
未

る
ま
で

東
青
山
楽
園
キ
ッ
ズ
運
営
委
員
長

古
川
美
奈

皆
様
は
、
子
ど
も
の
頃
何
を
し
て
遊
ん
で
い
ま

し
た
か
？

お
祭
り
は
あ
り
ま
し
た
か
？

「東
青
山
楽
園
キ
ッ
ズ
」
に
は
、
最
新
の
ゲ
ー

ム
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
小
学
校
の
広

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
自
由
に
遊
べ
る
体
育
館
、
手
芸

も
出
来
る
図
書
室
な
ど
週
三
日
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
見
守
ら
れ
沢
山
の
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
に
来
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
楽
園
キ
ッ
ズ
が
出
来
る
ま
で
、
運
営

委
員
を
中
心
に
何
度
も
話
合
い
、
ス
タ
ッ
フ
を

集
め
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
募
集
の
ビ
ラ
を
配
り
、

名
前
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
色
々
な
会
合
に

出
席
じ
協
力
を
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。

毎
回
開
催
出
来
る
の
は
、
今
ま
で
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
主
任
や
先
生
方
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
が
有
っ
た
か
ら
こ
そ
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
地
道
な
活
動
や
ふ
れ
あ
い
が
、
実
を

結
ん
だ
の
が
「東
青
山
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
で
す
。

祭
り
を
開
催
す
る
に
は
、
多
く
の
方
の
協
力

や
手
助
け
が
必
要
で
し
た
。
最
初
は
資
金
も
人

材
も
何
も
無
い
所
か
ら
出
発
し
、
実
行
委
員
や

市
の
担
当
者
と
、
学
校
ｔ地
域
・各
種
団
体
に
お

願
い
相
談
を
し
に
行
き
、
予
想
以
上
の
協
力
を

得
て
や
っ
と
実
現
す
る
事
が
出
来
た
の
で
す
。

今
年
、
，弟
２
回
の
祭
り
開
催
の
際
も
前
回
以

上
に
多
く
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
回
の
問
題
点
を
改
善
す
べ
く
、
準
備
を
進

め
数
々
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
克
服
、
無
事
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東
青
山
楽
園
キ
ッ
ズ
は
、
今
後
も
多
く
の
子

ど
も
た
ち
と

一
緒
に
色
々
な
事
を
体
験
し
な

が
ら
共
に
成
長
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て

地
域
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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コミュニティ協議会とは :政令指定都市の[

域交流組織です。地域と行政とで互い|こ良いアイディアを出し合って
“
住みよ

いまちづ<り
"を
者えてい<組 織です 〔協倒のまちづくり)。そのため、これ

までの地域組織の多<が コミュニティ協議会メンバー|こなりました。
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地域を受書から守ろう

Ｐ央堂，コ一陣軸難翠“強対控頑挫修▲至開催い　　やＲ

福
祉
部
会
は
一私
達
の
地
域
で
大
き
な
災
害

が
発
生
し
た
ら
、
ど
う
対
処
し
、
一品
齢
者
を
、

ど
の
よ
う
に
守
り
、
地
域
の
安
心
‘安
全
を
、
い

か
に
確
保
す
る
か
は
、
一
番
の
重
要
課
題
」と
の

趣
旨
で
、
自
治
会
“
町
内
会
長
と
地
元
民
生
児

童
委
員
と
の
合
同
研
修
会
を
九
月
十
九
日
（水
）

に
東
青
山
小
学
校
で
開
催
し
た
。

害
ヽヽ
協
の
松
国
会
長
の
挨
拶
の
後
、
市
職
員

が
「災
害
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
守
る
」

と
題
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
議
演
し
た
。
そ
の

中
で
、
地
域
の
力
が
い
か
に
重
要
か
、
過
去
の
災

害
時
デ
ー
タ
ー
を
引
用
し
て
強
調
さ
れ
た
。

そ
の
後
賃
疑
応
答
に
入
り
、
終
了
予
定
時
間
が

過
ぎ
て
も
な
お
真
剣
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

小
柳
福
祉
部
会
長
は
、
「こ
の
研
修
会
が
、
災

害
時
救
援
活
動
に
対
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
更
な

る
協
議
が
さ
れ
て
い
く
、
大
き
な

一
歩
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
」と
語
っ
て
い
た
。
　

（総
務
部
会
）

合
同
防
災
訓
練

東
青
山
小
学
校
区
ヨ

■ヽ
テ
イ
協
議
会
・自

治
連
合
会
〓東
青
山
小
学
校
の
共
催
で
合
同

防
災
訓
練
を
九
月
五
日
（水
）に
実
施
し
た
。

今
年
度
は
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・か
ら
七
八
名
の

参
加
が
あ
り
、
救
急
講
習
会
と
炊
き
出
し
訓

練
の
後
、
児
童
と
合
同
の
避
難
訓
練
に
加
わ

っ
た
。
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
て

一
ヶ
月
ほ

ど
し
か
た
っ
て
い
な
い

」と
か
ら
参
加
者
の
意

識
も
高
く
、
救
急
救
命
法
に
つ
い
て
の
実
習

後
、
多
く
の
方
が
熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。

地
域
・保
護
者
・学
校
が

一
体
と
な
っ
た
行

事
と
な
っ
て
お
り
、
回
を
重
ね
る
度
に
参
加

者
が
増
え
、
緊
急
時
の
対
応
の
仕
方
や
地
域

の
防
災
意
識
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。

（東
青
山
小

教
頭

伊
丹
和
哉
）

「ごみ拾い運動J始まる～
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生
活
環
境
部
会
は
、
環
境
美
化
運
動
の

一
環

と
し
て
「ゴ
ミ
拾
い
運
動
」
を
本
年
七
月
・九
月
・

十

一
月
の
第
二
日
曜
日
に
、
各
自
治
会
・町
内

会
ご
と
に
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

九
月
十
五
日
（土
）実
施
の
青
山
新
町
第
３
自
治

会
を
総
務
部
会
が
取
材
し
た
。

当
自
治
会
は
、
年
前
八
時
・
八
名
が
集
合
し
、

二
組
に
分
か
れ
約

一
時
間
ご
み
拾
い
を
実
施
し

た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「ポ
イ
捨
て
す
る
人
の
モ
ラ
ル

の
低
さ
に
驚
い
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
生
活
環
境
部
会
は
、
九
月
に
ョ
」み
拾
い

運
動
」に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、

そ
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

ホ
一
回
　
　
実
施
　
四
自
治
会
，町
内
会

辛
二
回
以
上
実
施

十
四
自
治
会
・町
内
会

な
お
、
「国
・市
道
・新
潟
交
通
軌
道
沿
道
・関

分
沿
道
等
へ
の
清
掃
の
あ
り
方
に
つ
い
て
行
政

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
コ
ミ
協
あ
げ
て
の
取
組
み
推

進
を
≡
一」
の
様
な
活
動
の
継
続
は
大
い
に
や
る

べ
し
」等
の
意
見
も
あ
っ
た
。
小
柳
生
活
環
境
部

会
長
は
、
「こ
の
運
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
姿
を

見
て
、
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
を
す
る

人
が

一
人
で
も
少
な
く
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
」と
語
っ
て
い
た
。
　
　

　
　

（総
務
部
会
）

革|

技拶に立つ松国会長

日赤の指導でな急教命法を実習中

達の地域環境を美化しよう 1

青山新町第3自治会清掃参加の皆さん


